
    
  

情報工学部より 2 つの研究シーズが採択︕ 
「大学見本市 2026～イノベーションジャパン」に出展 
本学は 2026年 8月 27日（木）・28日（金）に東京ビッグサイトで開催された国内最大級の産学連携マッチングイベント「大学見本市 2026
～イノベーション・ジャパン～」に出展し、研究成果を広く発信しました。同イベントは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）主催、文部
科学省共催のもと開催され、全国から採択された 136機関 280件の研究シーズが集結する産学連携のための展示会です。 
本学からは、情報工学科の種田和正教授による「GPS不要︕内部信号だけで現在位置がわかるドローン AI測位」と、情報システム工学科の 
徳安達士教授による「AI を用いた低侵襲手術支援システムの開発」を紹介し、研究者と学生が一体となって来場者への説明や意見交換を行いま
した。 

当日は、企業の研究開発担当者や事業開発担当者、支援機関、大学関係者など多くの来場者が本学ブースを訪れました。2 日間で約 200 名
を超える来訪があり、共同研究や技術相談、事業化支援につながる可能性のある新たなネットワークを構築する機会となりました。また、研究内容
に対する質問や要望を通じて、実用化に向けた課題や企業ニーズを把握するなど、研究成果の社会実装に向けた貴重な知見も得られました。 
さらに、研究室所属の学生 4 名も参加。自ら研究内容を説明し、企業関係者や他大学の研究者との交流を経験することで、研究の社会的意義
や実用化の可能性について理解を深めました。参加した学生にとっても、自身の研究を客観的に捉え、社会との接点を意識する貴重な学びの機会
となりました。 
今回の出展を通じて、本学の研究シーズを全国へ発信するとともに、産学連携のさらなる推進に向けた新たな接点を創出することができました。今後
も福岡工業大学は、研究成果の社会実装を目指し、企業や地域との連携を通じてイノベーション創出に取り組んでまいります。（総合研究機構） 

掲示期間 2026-099 
9 月 09 日～10 月 01 日 

【大学見本市 2026～イノベーションジャパン】    https://innovationjapan.jst.go.jp/ 
知財活用支援事業として 2004 年から JST が主催し継続開催。全国の大学等機関（大学・短期大学・高等専門学校・大学共同利用機関）から創出
された研究成果の社会還元・技術移転を促進すること、および実用化に向けた産学連携等のマッチング支援を実施することを目的とした日本最大級の産学
連携催事。 

情報工学科 種田 和正教授 
「GPS不要︕内部信号だけで現在 
位置が分かるドローン AI測位」 

情報システム工学科 徳安 達士教授 
「AI を用いた低侵襲手術支援 

システムの開発」 

ピッチプレゼンテーションの様子 

大学等シーズ展示会場の様子 

ブース来場者への説明の様子 


